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Introduction 

遠アーベル幾何学は，スキームのエタール基本群がそのスキーム自身の性質をどの程度反

映するかを論じる分野です．（基礎体K上幾何的連結かつ有限型な）スキーム Xの（適当

な括点から定まる）エタール基本群 (Xの数論的基本群）を 1r1(X),Kの絶対Galois群を

GK, Kの分離閉包への Xのbasechangeのエタール基本群 (Xの幾何的基本群）を△x

とすると，完全列

1 —△X------+ 叫X) ------+ GK ------+ l 

が存在し，この意味で，エタール基本群は数論と幾何が絡み合ってできていると言えます．

本稿で論じる体の遠アーベル幾何学は，その幾何の部分が自明 (1点）な場合にあたりま

すが，それでも十分に非自明で面白い問題です．代数体については絶対 Galois群の同型

が（一意的な）体の同型から生じる (Neukirch—内田の定理， cf. [NSW, Theorem 12.2.1, 

Corollary 12.2.2]）ことが知られており，有限体上の一変数閲数体についても内田興二氏に

より同様の結果が知られています (cf.[U, Theorem])．また，より強く，絶対Galois群か

ら体の構造を単遠アーベル的 (cf.§2, [Mo4], [Hl], [H2]）に復元できることが，代数体に

ついては星裕一郎氏により (cf.[H2, Theorem A]），ー変数関数体については本質的には内

田氏により (cf.[U]，さらに [Sa]でその復元のアルゴリズムが明示的に書き下されていま

す）知られています．一方で， Neukirchー内田の定理の単純な類似はp進局所体に対しては

成り立たないことが知られています (cf.[NSW, §7.5])が，望月新一氏により分岐フィルト

レーションを保つp進局所体の絶対 Galois群の同型は（一意的な）体の同型から生じるこ

とが示されており (cf.[Mol, Theorem 4.2]），さらにこの結果はVictorAbrashkin氏によ

り，正標数局所体 (cf.[Al, Theorem A], [A3, Theorem A])（さらに剰余体が標数3以上

の高次元局所体 (cf.[A2, Theorems 5, 6]））にも拡張されています．
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遠アーベル幾何学を提唱した Grothendieck自身は，遠アーベル幾何学は素体上有限生成

な体上で行うものと想定していたようです (cf.,e.g., [SL]）が，上述の結果や，双曲的曲線

の遠アーベル性に関する様々な結果（例えば，一般化劣p進体（つまり QPの最大不分岐拡

大体の完備化上有限生成な体の部分体に同型な体）上の双曲的曲線に対する Grothendieck

予想 (cf.[Mo2, Theorem 4.12]））は，より広いクラスの基礎体上で遠アーベル幾何学が展

開できる可能性を示唆しています．そこで本稿では，一般の剰余完全な混標数完備離散付値

体（以下， GMLFと呼びます (cf.Definition 2.1)）の遠アーベル幾何学について論じます．

まず， §2では， GMLFの分岐フィルトレーション付き絶対Galois群から様々な不変呈を栄

遠アーベル的に復元します．さらに， §3では， GMLFの絶対 Galois群の間の準同型のう

ち，ある種の構造を保つものが，どの程度その休たち自身（あるいはその部分体たち）の間

の準同型に由来するかについて論じます．

本稿は，「代数的整数論とその屑辺2021」における筆者の講演の一部をまとめ，遠アーベ

ル幾何学における甚礎的な事項や最近の研究等についての内容を付け加えたものです．

2 GMLFの種々の不変量の単遠アーベル的復元

この節では，剰余完全な混標数完備離散付値体の（分岐フィルトレーション付き）絶対

Galois群からの体の様々な不変量の単遠アーベル的復元について論じます．（分岐フィルト

レーションの一般論については，［Sel],[Mu]をご覧ください．）

まずは，単遠アーベル的復元について簡単に例を挙げて説明しておきましょう（詳しく

は，［Mo4],[Hl], [H2]をご覧ください）．単遠アーベル的復元と対になる概念として，双

遠アーベル的復元があります．例えば，「混標数局所体の絶対Galois群から剰余標数を双遠

アーベル的に復元する」とは， 2つの混標数局所体K1,K2とその剰余標数Pl,P2について，

「GK1'::::'GK2ならばPl=P2」（ただし GK1,GK2はそれぞれK1，応の絶対Galois群）と

いう命題を示すことにあたります (GK1'::::'GK2の代わりに，両者の間に適切な条件を満た

す準同型が存在することを仮定する場合もあります）．この場合， Pl=P2がどの素数であ

るかについては問題にしません．一方で，「混標数局所体の絶対Galois群から剰余標数を単

遠アーベル的に復元する」とは，混標数局所体Kの絶対Galois群GKから群論的な手続き

により剰余標数PKを特徴づけることにあたります．この場合は，例えば， GKのアーベル

化G梵をそのねじれ部分群（の閉包）で割った群を G翌／torと定めると，局所類体論より，

log心(Gば／torfl. G他／tor))~ 2 

を満たす唯一の素数lとして剰余標数PKが特徴づけられます (cf.[Hl, Proposition 3.6]). 

当然単遠アーベル的復元が可能であれば双遠アーベル的復元が可能ですが，双遠アーベル

的に論じられた復元において，その証明を詳細に見れば実際は栄遠アーベル的な復元がなさ

れている場合も少なくありません．
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以下の議論においては，剰余体が有限か否かが重要なポイントになりますので，次のよう

な定義をしておきます：

Definition 2.1 (cf. [Mu, Definition 1.12]) 

k を混標数完備離散付値体とする．このとき， K が MLF(i.e., "Mixed-characteristic 

Local Field") (resp. GMLF (i.e., "Generalized Mixed-characteristic Local Field'’)）で

あるとは，剰余体が有限体 (resp.完全体）であることをいう

以下，この節ではKをGMLFとし，この Kに対し， PKを剰余標数， eKを絶対分岐指

数（つまり VKを収(KX)= zなる付値としたときの VK(PK)の値）， rをK の代数閉
包， 伍を絶対Galois群 Gal(K/K),IBK = {G汲｝vE恥きー1を分岐フィルトレーション付き

の絶対Galois群， IK(resp. PK)をGKの惰性群 (resp.暴分岐群）， XPK:GK→ Zぶ
(resp. XPK,n : GK→(Z/p認）x(n E Z>o)）を PK進円分指標 (resp.modp岱円分指
標），＜P芸EK(n E Z>o)を1の原始p芸乗根， kKをK の剰余体， GkKをkKの絶対

Galois群とします．さらに， KがMLFであるときには， fKを拡大次数 [kK: lFPK], dK 

を拡大次数 [K:<QPK]とします．

以下では， GMLFの絶対 Galois群 GK,あるいは分岐フィルトレーション付き絶対

Galois群応が与えられている状況で， Kの様々な不変量を単遠アーベル的に復元するこ

とを考えます．まず，璽要なポイントである KがMLFであるか否かについては， GKから

群論的に判定することができます：

Proposition 2.2 (cf. [Mu, Proposition 1.13]) 

KがGMLFであるとき， KがMLFであることと GKが位相的有限生成であることは同

値である．

したがって， GKというデータが与えられている場合には， KがMLFであるか否かはわ

かっているものとして議論を進めてよいことになります．以下の議論では概ね， KがMLF

の場合には GK,Kが必ずしも MLFでない場合にはもKを復元に用いるデータとしてい

ます．

PKの復元

Case 1. KがMLFである場合

この場合については既に単遠アーベル的復元の説明において扱いました．

Case 2. Kが必ずしも MLFでない場合

応が与えられているとすれば， PKはPK=LJ G炭咋が副l群であるような唯一の素
廷股＞〇

数lとして特徴づけられます ([Mu,Proposition 3.6])が， GKのみが与えられている場合

にも次のように特徴づけることができます（この事実は辻村昇太さんに指摘していただいた
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ものです） ： 

KがMLFでない（したがって GKが位相的有限生成でない）場合を考えます．副有限群

Gと素数lに対し， Gの最大副 l商を G(l)とします． l=PKの場合，［MT,Theorem A] 

より， GKの任意の開部分群H に対し， H(l)はveryelastic（副有限群 Gがveryelastic 

とは， Gが位相的有限生成でなく，任意の開部分群の位相的有限生成閉正規部分群が自明群

に限ることをいう）です．次に， lヂPKの場合を考えます． K に1の原始l乗根を添加し

た拡大体を Lとし，対応する開部分群GLcGKを考え， GL(l)がveryelasticでないこと

を示しましょう．自然な準同型IL(l)→GL(l）の像をんとすると，れは GL(l)の閉正規
部分群で，明らかに位相的有限生成です (IL(l)~Zlであることに注意）．ところが， Lは

その uniformizerのl乗根を添加して得られる l次（馴分岐）巡回拡大を持ちますから， JL

は非自明であり， GL(l)がveryelasticでないことがわかります．以上により， PKはGK

の任意の開部分群Hに対して H(l)がveryelasticとなる唯一の素数lとして特徴づけられ

ます．

eK, GK((pK) C GK（及びdK,な（KがMLFの場合））の復元

Case 1. KがMLFである場合

剰余標数PKは既に復元されていますので，局所類体論より，まず， dKとfKが

dK = logPKに（G岱／tor/PK・ G岱／tor))_l, 

fK = IogPK(l十じ((Gab/tor砂）），

（ただし (Gab/tor砂）は G翌／torのPK-Sylow部分群による商）と単遠アーベル的に復元さ
dK 

れ，したがって eK=―—として絶対分岐指数 eK が復元されます (cf. [Hl, Proposition 
fK 

3.6]）．さらに， GKのアーベル化G閃のねじれ部分群を G梵-torとするとき，局所類体論よ

り， Kが1の原始PK乗根を含むことと， G紫―torの位数がPKで割り切れることは同値で

す．したがって，開（正規）部分群GK((pK)C GKは， GKの開部分群であって，そのアー

ベル化のねじれ部分群の位数がPKで割り切れるもののうち，ただ一つの極大なものとして

特徴づけられます．

Case 2. Kが必ずしも MLFでない場合

(!j Kが与えられているとして， eKを復元します．

LをKの有限次Galois拡大とするとき， (!jKから Gal(L/K)の下付き分岐フィルトレー

ション {Gal(L/K)u}uE良2-1が定まります．び EGal(L/K)に対し，

0, （任意の uE股＞ー1に対して u(j. Gal(L/ K)u), 

SGal(L/K)(u) = {~~p{u E喜 11びEGal(LIK)u}, （その他），

と定めます (sGal(L/K)(id)= 00と約束します）．
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次の命題は Q;Kから eKを復元するための鍵となります：

Proposition 2.3 ([MW, Theorems 1, 2, 3]) 

L/KをPK次巡回拡大で，暴分岐拡大であるとする．ぴを Gal(L/K)の生成元とするとき，

SGal(L/K)(O') さ l~J,
（ただし lx」でxを超えない最大の整数を表す）が成り立つ．等号が成立することと， K
が 1の原始PK乗根を含み，かつ L= K(a)（ただし aはXPK-f3 E K[X]の根で，

/3 E KX'VK(/3) (/. PKZ)であることは同値である．

さらに， Kが原始PK乗根を含まないとき， SGal(L/K)に） rf.pKZである．

Proposition 2.3より， GKの開部分群Hであって，次の条件を満たすもののうち（ただ

一つの）極大なものは K に1の原始PK乗根を添加した体に対応します：

Hは指数PKの正規開部分群H'で， SH/H'位） EpKZ（ぴはH/H'(-::::Z/pKZ)の

生成元）となるものを持つ．

この条件を満たす GKの開部分群のうち，ただ一つの極大なものを H。(=GK((pぃ）とし，

s = max{s恥／HI（咋,)IH'CH。は指数PKの正規閲部分群，びH'はH。/H'の生成元｝

と定めると，再びProposition2.3より

s(pK -1) 
eK((v) = 

PK 

が得られます． eK（⇔） ＝ （IK : IK(＜p)）. ek (= （IK : IK nH。)・吠）なので，以上で eK及

びGK((pK)C伍が応から復元されました (cf.[Mu, Proposition 2.4]). 

円分指標の復元

Case 1. KがMLFである場合

PK進円分指標XPK:GK→Z森を単遠アーベル的に復元するには，各nE Z>oに対し
てZ/p及Z(l)のGK加群としての同型類を（単遠アーベル的に）復元すれば十分ですが，

Tate dualityより，伍加群M がZ/p認 (1)に同型であることとが(GK,M)'.:::: Z/p認

であることが同値です (cf.[Mol, §1]). 

Case 2. Kが必ずしも MLFでない場合

この場合は Tatedualityは使えず，現時点で (!5Kから単遠アーベル的に復元できるの

はmodpK円分指標 XPK,1: GK→(Z/pKZ)Xのみです．以下では， GK加群としての
Z/pKZ(l)'.:::: μPKの同型類を復元します．
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L = K((pK)とします（上の議論より，部分群 GLC GKおよびその分岐フィルトレー

ション Q.)LはもKから単遠アーベル的に復元されます）． Kummer理論から標準的に定

まる GK加群の同型 'P: Lツ（じ）PK与が(GL,μPK)を考え，さらに GL加群の同型

0 : μPK二Z/pKZを一つとり，それに対応する GL加群の同型心： H1(GL,μPK) ➔ 

圧 (GL,Z/pKZ) = Hom(G'tb/PK ・ G翌Z/p迄）を考えます． WL:= 0訂(Of)PKC 
Lツ（い）PK,W:＝心（c.p(WL))C Hom(G'tb /PK・ G仇Z/pKZ)と定めます（部分群W は
0の取り方に依らないことに注意）．

このとき，非自明な元fE Hom(G'tb /PK・ G'f凡Z/pKZ)がW に属することと，次の条

件は同値です：

fが定める LのPK次巡回拡大を L'とするとき，

PKeL 
SQal(L'/L)(a) < ~' 

PK -l 

（ただし aはGal(L'/L)の生成元）が成り立つ．

これはもK から判定できる条件ですので， W はIBKから単遠アーベル的に復元されます．

したがって，

M:={TEG庁／PK・G庁I任意の JEWに対して f(T)= O} C Gtb /PK. Gtb 

ももK から復元されます．

一方で， GK加群の完全列

l →匂／（叫）PK→ Lり（じ）pK --------,.. z Ip K z --------,..〇,

は（アーベル群の完全列として）分裂するので，次のような GK:/J廿群の完全列が得られます：

0→ Hom(Z/pKZ, μPK)→ Hom(Lツ（い）PK'μPK)→ Hom(WL,μPK)→ 0. 

さらに， Pontryagindualityを用いてゃから定まる標準的な GK加群の同型

Hom(Lツ（い）PK'µPK) 二 G庁／PK•G庁があり，この同型により部分群 Hom(Z/pKZ, μPK) C 

Hom(Lツ（い）PK'μPK)はMCGtb/PK. Gtbに対応します．つまり， GK加群としての

同型 Hom(Z/pKZ,μPK) (= µPK) ➔ M があり， M は応から単遠アーベル的に復元さ

れるので， μPKの同型類が復元されました (cf.[Mu, Proposition 2.8]). 

GMLFの絶対分岐指数eK及びmodpK円分指標（特に Kが1の原始PK乗根を含むか

否かという情報）の単遠アーベル的復元により，ある種の特殊な GMLFに対しては Kの同

型類が (!';K及びkKの同型類から完全に決定されますが，これについては [Mu,Theorems 

3.9, 3.10]をご覧ください．
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3 GMLFの絶対 Galois群と種々の構造を保つ準同型

冒頭にも述べた通り，代数体においてはその絶対 Galois群から体の同型類が単遠アーベ

ル的に復元される (cf.[H2, Theorem A]）ので，その類似を MLFや GMLFで考えるのは

自然なことです．しかし，位相群として同型な絶対 Galois群を持ち，かつ体としては同型

でない MLFの組の存在が知られていますので，適切な問題設定を考える必要があります．

MLFの分岐フィルトレーション付き絶対 Galois群に対する Neukirch-内田の定理の類似が

成り立つ (cf.[Mol, Theorem 4.2]）ことから， MLFまたは GMLFの分岐フィルトレー

ション付き絶対Galois群からの体の単遠アーベル的復元はありうる問題設定の 1つですが，

現時点では極めて限定的なこと (cf.[Mu, Theorems 3.9, 3.10]）しか言えておらず，（適切

な設定の下でも）実現可能であるかどうかは筆者にはわかりません．

一方で，双遠アーベル的な設定では，肯定的な結果はいくつか知られています．この設

定においても Neukirch—内田の定理の類似はそのままでは成立せず， 2 つの MLF または

GMLFの絶対Galois群の間の準同型に，何らかの構造を保つことを要請する必要がありま

す．上にも奮いた MLFの分岐フィルトレーション付き絶対 Galois群に対する Neukirch-

内田の定理の類似は代表例ですが，他にも様々な設定が考えられます．この節では，既存

の双遠アーベル的結果（いずれも MLFに対するもの）をいくつか紹介した上で，それらの

GMLFへの（適切な）拡張の可能性を論じます．

以下では， i= 1, 2に対し，瓦を GMLF,克を瓦の代数閉包万：の完備化， GK,をKi

の絶対Galois群Gal（瓦／kふIK,を氏の惰性群， Piを凡の剰余標数， XK,:GK,→Z； 
をPi進円分指標とします．

“構造を保つ'’絶対Galois群の間の準同型として，次のようなものを考えます (cf.[Mu, 

Definition 1.8], [Mo3, Definitions 3.1, (iv) and 3.6, (iii)], [H3, Definition 1.3, (i)]) : 

Definition 3.1 

a:G氏→ GK2を（連続な）準同型とする．

(i) aがRF-preserving(i.e., "Ramification Filtration preserving’'）であるとは， aが

([Mu, Definition 1.8]の意味で）分岐フィルトレーションを保つことをいう．

＾ (ii) aがofHT-type Ci.e., "Hodge-Tate type'’)であるとは， Pl=P2で，かつ K2を (a

を通して）位相 GK1加群とみなしたものが，（位相 GK1加群として）冗［に同型であ

ることをいう．

(iii) aがofCHT-type (i.e., "Cyclotomic Hodge-Tate type'’)であるとは， aがofHT-

typeで，かつ XK1= XK2 ° aが成り立つことをいう．

(iv) aがHT-preserving(i.e., "Hodge-Tate preserving’'）であるとは，任意の Hodge-
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Tate表現ef;:G応→ GLn((Qlp)に対し，かoa:G氏→ GLn（ふ）がHodge-Tateで

あることをいう．

(v) CYが幾何的であるとは， aが埋め込み衣；→衣［であって， K2をK1にうつすもの

から誘導されることをいう．

(vi) CYがinertiallyopenであるとは， a(IK1)がIK2の開部分群であることをいう．

明らかに，準同型aが幾何的ならばRF-preservingかつ ofCHT-typeであり， ofCHT-

typeならばofHT-typeかつ HT-preservingです．さらに， MLFに関しては，次が知られ

ています：

Theorem 3.2 

K1，応はMLFであるとし， a:G氏→ GK2を準同型とする．

(1) CYが同型かつ RF-preservingならば幾何的である (cf.[Mol, Theorem 4.2]). 

(2) CYが開準同型でかつ ofCHT-typeならば幾何的である (cf. [Mo3, Theorem 3.5, 

(i) l). 
(3) CYが開準同型でかつ HT-preservingならば幾何的である (cf.[H3, Theorem]). 

（なお， Theorem3.2の（1)に関しては，単射開準同型版も同型版から置ちに従います (cf.

[Al, Theorem A], [A3, Theorem A]).) 

Theorem 3.2のいずれの結果においても， Hodge-Tate表現に関するある事実が重要とな

るのですが，それを述べるために準備をします (cf.[Se2, III, §A.3~§A.5], [Mo3, Definition 

3.1]) : 

Definition 3.3 

k をGMLFとし， PK,G氏伍を前節と同様に定める．

(i) Aを位相アーベル群， p,p': GK→ Aを連続準同型とする．ある開部分群HcIK

が存在して PIHとP1IHが一致するとき， pとp'はinertiallyequivalentであるとい

い， p三 p'と書く．

(ii) EをPK進局所体で，全ての (QPKJ:::の共役がK に含まれるものとする．埋め込み

a:EYKを固定し，町；を Eのuniformizerとする．このとき，準同型 Xcr,7rEを

Xcr,1rE : GK→ G翌→叫 x咋→⑳ →〇；

（ただし，最初の準同型はびが誘導するもの， 2つ目の準同型は局所類体論と町3に

よって定まる同型， 3つ目の準同型は射影， 4つ目の準同型は逆数をとることで与え

られるもの）で定める． Xa,1rEのinertialequivalence classは豆：の取り方に依らな

いので，知，7rEを単に Xaと書くこともある．
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次がTheorem3.2の各主張を証明する上で鍵となる命題で， GMLFへの拡張を考える上

でも重要です：

Proposition 3.4 (cf. [Se2, III, §A.5, Corollary], [Mo3, Proposition 3.2]) 

K,EをDefinition3.3と同様にとり，衣を Kの代数閉包衣の完備化， p:GK→EXを
指標とする．％を GKを (pを通して） Eに作用させて得られる GK加群とする．このと

き， pがHodge-Tateであることと，以下が成り立つことは同値である：

p三 II x炉，（匹 EZ). 
咋 Emb(E,K)

（ただし Emb(E,K)は(Q)PK上の埋め込みEYKがなす集合である．）さらにこのとき，

K[G幻加群の同型

VP⑧IQ!PK K-::::c e）衣（匹），
aEEmb(E,K) 

（ただし“（匹）’'は第%-Tate捻り）が存在する．

以下では， Theorem3.2の(1)~(3)がK1,K2がGMLFである場合に（適切な意味で）

拡張できるかどうかを検討します．

Theorem 3.2 (1)の拡張について

[M叫における Theorem3.2 (1)の証明においては， Proposition3.4を使える状況に持

ち込むために円分指標及び内の (GK加群としての）同型類を分岐フィルトレーション

付き絶対 Galois群から復元しています．一方で，前節にあるように， GMLFに対しては

modpK円分指標しか復元できておらず，穴の同型類も復元できていないので，まずはこれ

らの復元を目指す必要がありそうです．

一方で， RF-preservingな準同型について，次が示されています：

Proposition 3.5 (cf. [Mu, Proposition 2.15, Remark 2.19]) 

的を MLF,応を GMLFとし， RF-preservingな準同型a:G氏→ GK2が存在すると

仮定する．このとき， K2IまMLFであり， aは単射開準同型となる．

これと Theorem3.2 (1)の単射開準同型版 (cf.[Al, Theorem A], [A3, Theorem A]) 

により， Theorem3.2 (1)（及び [Al,Theorem A], [A3, Theorem A]）の 1つの拡張とし

て，次が得られます：

Theorem 3.6 

粕を MLF,応を GMLFとし， a:G氏→ GK2を準同型とする． aがRF-preserving

ならば幾何的である．
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Theorem 3.2 (2)の拡張について

Proposition 3.4がGMLFの絶対Galois群の Hodge-Tate表現と， MLFのGMLFへの

埋め込みの関係を記述するものである以上， K1,K2をGMLFとしたときに ofCHT-type 

な準同型a:G粕→ GK2それ自体の幾何性をこの Propositionを用いて示すことは難しそ

う（せいぜい局所体上代数的な部分の情報しか得られなさそう）です．現状で得られている

結果を述べるために，記号を導入します． Ki(i = 1, 2)に対し， Ft'gをKiでの Qp，の代

数閉包，凡を F竺の凡での（位相）閉包， GF;を凡の絶対Galois群とします．このと

き， Eは剰余体が 1Fp;上代数的であるような GMLFです．

次の定理は，現在，論文を準備中です：

Theorem 3.7 

kぃ応を GMLFとし， a:G凡→ GK2をinertiallyopenかつ ofCHT-typeな準同型と

する．このとき，次の可換固式が存在する：

G凡二~G応

↓ 6 ↓ 
G F1 ~ G乃

ここで，縦向きの全射は自然な包含写像FiY Ki (i = 1, 2)が誘導するものである．さら

に， aは単射かつ幾何的である．

（「代数的整数論とその周辺2021」における筆者の講演では，さらに aが単射であるという

仮定を置いていましたが，この仮定は外すことができます．）

これから直ちに，次のような Theorem3.2 (2)の拡張が得られます：

Corollary 3.8 

kぃ応は GMLFで，その剰余体が素体上代数的であるとする．このとき，準同型 a:

G氏→ GK2がinertiallyopenかつ ofCRT-typeであるならば幾何的である．

Theorem 3.2 (3)の拡張について

Theorem 3.2 (3)により， MLFの絶対 Galois群の間の開準同型がHT-preservingであ

ることと幾何的であることは同値で，特に HT-preservingであれば ofCHT-type（した

がってこれらの 2条件も同値）です．一方で，上の Theorem3.2 (2)の拡張で論じたのと

同様に， Proposition3.4を使う方針では，一般の GMLFの絶対 Galois群の間の準同型

のHT-preserving性から準同型それ自体の幾何性を導くことは困難であると思われます．

また， HT-preservingとofCHT-typeの同値性も現状では示せていません（当然，成り立
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たない可能性もあります）．ただし，単射かつ inertiallyopenでHT-preservingな準同型

a:G氏→ GK2については， Theorem3.7と類似の結果が成り立つことを示唆する知見が

得られており，現在，検討と論文の準備を行っているところです．
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